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1.　昨年の本学会において，電気掃除機使用時が最も

多い筋運動量（床掃除時）を示し，ついで短帯使用時，

長治使用時であることを報告した。今回は，これら３種

の掃除道具での，作業時およびその後の回復経過を，エ

ネルギー代謝および疲労度を示標とし て 追究を 行なっ

た。

2.　エネルギー代謝の測定は，開放式のダグラスバッ

グ法で，労研式大型ガス分析器を用い，被験者（女子学

生）は恒温室で十分安静にした後，安静時の呼気採集を

５分間行ないこれを対照とし，ついで５分間の作業を課

し，さらに脈祷数が安静時の値にもどるまで行なった。

作業姿勢は，被験者の自由になさしめ，速度はメトロノ

ームの音に合わせた。また環境による影響を さけ る た

め,   23.0±2.0° c, 60.0±5% の恒温室にて実験を行な

い次の結果を得た。

3.　エネルギー代謝率を電気掃除機を使っ て の 作業

と，長治および短治使用時において比較すると，短治使

用時が最も大きく，電気掃勝機使用時と長治使用時とで

は，前者の方がエネルギー代謝率がやや大きい。３者の

比は1.00 : 0.?7 : 0.75程 度であった。また 脈樽数回復時

間を比較すると，エネルギー代謝率の大きい短帯使用時

が最も多くの時間を要し，電気掃除機使用時および長治

使用時はこれより短く両者ともほぼ同程度である。

疲労の測定はフリッカー値を求めたが，作業直後は短

希が最も疲労が多く，次いで長帯. 電気掃除機の順とな

った。その比は,   1.00 : 0.50 : 0.30程度 であった。


